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１．はじめに 

海岸林による津波の減災効果については，首藤 1)の研

究により古くから有力な津波対策として知られている．

また，2011 年 3 月に発生した東北地方太平洋沖地震に

よる津波被害を契機に，防潮堤だけでは防ぎきれない

津波に対しての対策のひとつとして注目されている．

海岸林の津波減災効果については田中ら 2)，谷本ら 3)

など非常に多くの研究が行われているが，防潮堤と海

岸林の組み合わせによる津波の減災効果についての実

験的な研究はいまだに少ない．そこで本研究では，海

岸林と防潮堤の位置関係の違いによる流れのエネルギ

ーの低減効果について着目し，模型実験によって評価

することを目的とする． 

 

２．実験概要 

実験は，幅 30cm，深さ 30cm，長さ 1000cm，勾配 1/500

の水路を作成し，その中に防潮堤模型と海岸林模型を

設置して行った．水路内の流れの条件を表-1 に示す．

本実験では，流れのエネルギーにのみ着目し，反射な

どの複雑な現象を回避するために流れの条件を定常流

とした．また遡上津波を想定し，フルード数は 0.709 と

し，等流水深は 3.40cmとなっている．次に，設置する

海岸林模型は，胸高直径 0.15m，密度 0.2 本/m
2のクロ

マツを約 1/100 スケールになるように設定して，直径

0.2cm，高さ 10cm のアクリル製の円柱棒を中心間距離

2.9cm で千鳥状に配置した．このときの海岸林模型の密

度は 0.1379 本/cm
2となる．防潮堤模型は高さ 5cm，底

面幅（Web）10cm，天端幅 3cmとして塩化ビニル板で作

成した．これら模型の配置方法と実験ケースを図-1 と

表-2 にそれぞれ示す．海岸林模型と防潮堤模型の配置

により typeを 3 つに分け，それぞれの typeで防潮堤と

海岸林間の距離（G）を変化させて実験を行った．測定

は水路中心部で，ポイントゲージを用いて流下方向に

10cm 間隔，模型前後では 1cm 間隔で水深を測定した． 

表-1 実験条件 

流量（cm3/s） 4170 

等流水深（cm） 3.40 

水路床勾配 1/500 

フルード数 0.709 

 

図-1 実験模型の配置方法 

表-2 実験ケース 

Case no. 配置方法 Wv (cm) G (cm) 

Case-A0 

type A 

200 0 

Case-A1 200 10 

Case-A2 200 50 

Case-A3 200 100 

Case-B0 

type B 

200 0 

Case-B1 200 10 

Case-B2 200 50 

Case-B3 200 100 

Case-C0 

type C 

200 0 

Case-C1 200 10 

Case-C2 200 50 

Case-C3 200 100 
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３．実験結果 

(１) 配置方法による水深への影響 

図-2 に各配置方法（type）における水位の縦断方向

変化を示す．防潮堤が海岸林よりも上流側にある場合

（図-2 (a)），防潮堤越流時に水深が大きく下がるが，背

後の海岸林によって堰き止められることで海岸林前面

での水深が上昇する．また，海岸林内を通過するにし

たがって水深が減少していくことが分かる．一方，防

潮堤が海岸林よりも下流側にある場合（図-2 (b)），海岸

林の背後にある防潮堤の堰き止めの効果によって海岸

林内を通過する流れの水深はあまり変化しない．海岸

林の上下流端での水深差を見ると，Case-A2では 3.08cm

であるのに対して，Case-B2 では 0.61cm となった．海

岸林が防潮堤の上流・下流側の両方にある場合（図-2 

(c)），上流側の海岸林は type B，下流側の海岸林は type 

Aと同じ傾向がそれぞれ見られた． 

 

(２) 防潮堤と海岸林の距離の影響 

海岸林の流れに対する減勢効果に関しては，海岸林

内で水深が大きく減少している Case-Aにおいて最も高

くなると考えられる．そこで，海岸林内のエネルギー

勾配について調べた．図-3に type A，B における海岸

林内のエネルギー勾配の防潮堤と海岸林の距離（G）に

よる変化を示している．全体的に type Bよりも Aの方

がエネルギー勾配が大きく，海岸林によるエネルギー

の低減効果が type Aの方が大きいことが分かる． 

また，type Aでは G が大きくなるにしたがって、エ

ネルギー勾配も大きくなり，Gが 50cm 以上でほぼ一定

となる変化を示すが，type B では A ほど大きな変化は

示さなかった．type Aでは，防潮堤と海岸林の距離が小

さくなると，その間に水が貯留することで水深が上が

って流速が下がり，海岸林への作用力が小さくなるた

めだと考えられ，防潮堤と海岸林をある程度離して配

置したほうがより効果的だということが分かった． 

 

４．おわりに 

本研究では，防潮堤と海岸林を組み合わせて配置し

た時の流れのエネルギーの低減効果について，配置方

法を変化させて実験を行った．海岸林模型は防潮堤模

型の下流側に配置したほうが海岸林によるエネルギー

の低減効果が大きく，また防潮堤と海岸林をある程度 

 

 

 

図-2 各配置方法における水位の縦断方向変化 

 
図-3 type A,Bにおける海岸林内のエネルギー勾配 

 

離して設置（本研究の範囲では G=50cm）することでよ

り効果が高まることが分かった．  
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